

















































































































































































































3 項目を外的基準にした。選択肢は 4 件法で「よ
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































他の因子に含まれた（表 1 の番号 8 、 9 、10以下
同じ）。この 3 項目を除く 8 項目について同じよ















































































将来の仕事に必要な知識や技能を教えてくれる .92** 将来の仕事に必要な知識や技能を授けている .78**
　手本になる［因子］ α=.90 　手本になる［因子］ α=.81
サービス提供責任者としてふさわしい行動をしているa) .96 サ責としてふさわしい行動をするようにしているa) .86
ヘルパーの手本となるような仕事をしている .96** ヘルパーの手本となるような仕事をしている .93**
　個々に合わせた指導［因子］ α=.89 　個々に合わせた指導［因子］ α=.77




　　「技能向上への配慮」と「個々に合わせた指導」の相関 .86** 　　「技能向上への配慮」と「個々に合わせた指導」の相関 .71**
　　「個々に合わせた指導」と「手本になる」の相関 .83** 　　「個々に合わせた指導」と「手本になる」の相関 .68**
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